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震
災
美
談
「
君
が
代
少
年
」
考

─
─
有
事
下
の
愛
国
心
と
説
話
─
─

伊 

藤　

龍 

平

は
じ
め
に 

─
─
口
承
文
芸
と
し
て
の
「
美
談
」
─
─

口
承
文
芸
研
究
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
こ
ろ
、昔
話
の
三
部
分
類
で
「
動

物
昔
話
」「
本
格
昔
話
」と「
笑
話
」と
が
横
並
び
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、

少
な
か
ら
ず
違
和
感
を
抱
い
て
い
た
。
今
日
に
な
っ
て
振
り
か
え
る
と
、

違
和
感
の
源
は
分
類
の
基
準
に
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
世
界
観

を
基
準
に
分
類
さ
れ
る
「
動
物
昔
話
」、
内
容
を
基
準
に
分
類
さ
れ
る
「
本

格
昔
話
」
と
は
異
な
り
、「
笑
話
」
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
関
係
性
を

基
準
に
し
て
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
笑
話
」
に
向
く
話

型
は
あ
る
が
、「
笑
話
」
に
特
有
の
話
型
は
な
い
。
例
え
ば
「
動
物
昔
話
」

や
「
本
格
昔
話
」
を
「
笑
話
」
と
し
て
話
す
（
も
し
く
は
、
聞
く
）
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
笑
わ
せ
た
い
と
い
う
話
し
手
の
意
図
と
、
笑
い
た
い
と

い
う
聞
き
手
の
意
図
と
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
「
笑
話
」
は
「
笑
話
」
と

し
て
存
在
し
う
る
。

　
「
笑
話
」
と
「
怪
談
」
の
親
和
性
も
こ
の
点
に
原
因
す
る
。
既
存
の
昔
話

分
類
に
は
「
怪
談
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
な
く
、『
日
本
昔
話
大
成
』
で

も
「
肉
付
面
」「
幽
霊
の
歌
」「
こ
ん
な
顔
」
の
よ
う
な
お
よ
そ
「
怪
談
」

と
し
か
呼
べ
な
い
よ
う
な
話
型
ま
で
も
が
「
笑
話
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

先
学
が
こ
れ
ら
を「
笑
話
」と
し
た
の
は
、カ
テ
ゴ
リ
ー
あ
り
き
の
分
類
だ
っ

た
か
ら
だ
と
推
察
さ
れ
る
が
、「
怪
談
」
も
「
笑
話
」
も
話
の
場
の
力
学
に

依
拠
し
て
い
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
お
り
、
両
者
の
混
淆
に
は
そ
れ
な

り
の
理
由
が
あ
っ
た
。
調
査
の
場
で
、
あ
る
い
は
資
料
集
を
読
ん
で
い
て
、

こ
れ
ら
の
話
に
接
し
た
者
は
、
否
応
も
な
く
前
景
化
さ
れ
る
話
の
場
と
対

峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
１
）。

　
「
笑
話
」
や
「
怪
談
」
の
よ
う
な
話
の
場
を
意
識
さ
せ
る
タ
イ
プ
の
話

は
他
に
も
あ
る
。
一
般
に
「
艶
話
（
艶
笑
譚
）」「
哀
話
」「
悲
話
」「
佳
話
」

と
呼
ば
れ
て
き
た
話
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
美
談
」
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
呼
称
を
考
案
し
て
も
よ
い
が
、
下
手
に

造
語
を
す
る
と
か
え
っ
て
思
考
が
縛
ら
れ
る
危
険
性
も
あ
る
の
で
、
当
面

は
保
留
と
し
て
お
く
。

私
な
り
に
「
美
談
」
を
定
義
す
る
と
、「
理
想
的
な
生
の
あ
り
方
を
説

く
内
容
で
、
話
し
手
（
書
き
手
）
が
聞
き
手
（
読
み
手
）
に
対
し
て
、
一
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定
の
感
情
・
言
動
の
発
露
を
求
め
る
よ
う
な
話
さ
れ
方
を
す
る
話
」
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
話
の
内
容
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
話
さ
れ
方
」

に
よ
っ
て
弁
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
点
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、

「
美
談
」
は
特
定
の
時
代
の
産
物
で
も
な
い
。
今
日
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
「
美

談
」
の
多
く
が
近
代
に
隆
盛
し
た
の
は
確
か
だ
が
、
そ
の
点
の
み
を
強
調

す
る
と
、「
美
談
」
が
抱
え
込
む
問
題
系
を
矮
小
化
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
。
近
世
以
前
の
宗
教
説
話
に
も「
美
談
」の
萌
芽
は
認
め
ら
れ
る
し
、

現
代
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
な
か
に
も
「
美
談
」
は
認
め
ら
れ
る

本
稿
で
は
、
日
本
統
治
下
台
湾
の
一
地
方
で
生
ま
れ
た
「
君
が
代
少
年
」

の
話
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、「
美
談
」
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

な
ぜ
台
湾
の
例
を
取
り
上
げ
る
の
か
と
い
う
と
、
近
代
日
本
の
外
地
と
い

う
場
所
性
が
「
美
談
」
の
も
つ
諸
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
口
承
文
芸
研
究
に
も
一
石
を
投
じ
ら

れ
れ
ば
と
思
う（
２
）。

一
、
植
民
地
下
台
湾
の
「
国
語
」
と
「
国
歌
」

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月
二
十
一
日
早
朝
、
台
湾
中
部
を
襲
っ

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
一
の
大
地
震
は
、
死
者
三
二
七
九
人
、
負
傷
者

一
一
九
七
六
人
と
い
う
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
震
源
に
近
い
台

中
州
苗
栗
郡
公
館
庄
（
現
・
苗
栗
縣
公
館
郷
）
も
甚
大
な
被
害
に
み
ま
わ

れ
た
。
被
害
者
の
中
に
、
当
時
、
公
館
公
学
校
三
年
生
の
詹
徳
坤
少
年
も

い
た
（「
公
学
校
」
は
台
湾
人
子
弟
向
け
の
初
等
教
育
機
関
）。

伝
え
ら
れ
る
話
に
よ
る
と
、
詹
徳
坤
は
震
災
で
負
傷
し
、
重
篤
な
状
態

に
あ
り
な
が
ら
国
語
で
恩
師
の
名
を
呼
び
続
け
、最
期
に「
君
が
代
」を
歌
っ

て
息
を
引
き
取
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
君
が
代
少
年
」
の
話
で
あ
る
。

日
本
内
地
で
は
『
国
定
教
科
書
』
第
五
期
（
昭
和
十
七
年
、
文
部
省
）
に
、

台
湾
で
は
『
初
等
科
國
語
』
三
（
昭
和
一
八
年
、
台
湾
総
督
府
）
に
載
せ
ら

れ
た
ほ
か
、
朝
鮮
や
南
洋
諸
島
な
ど
の
外
地
の
教
科
書
に
も
載
せ
ら
れ
た
（
３
）。

地
震
の
起
こ
っ
た
昭
和
十
年
は
、
日
本
の
植
民
地
統
治
が
始
ま
っ
て
ち
ょ

う
ど
四
十
年
目
に
当
た
る
。
時
局
も
逼
迫
し
て
い
く
な
か
「
皇
民
化
教
育
」

が
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
だ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
台
湾
で「
国
語
を
話
す
こ
と
」

「「
君
が
代
」
を
歌
う
こ
と
」
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
「
君
が
代
少
年
」
が
載
る
『
初
等
科
國
語
』
三
か
ら
「
國
語
の
力
」

と
い
う
章
を
引
用
す
る
（
４
）。

　

わ
が
國
は
、
神
代
こ
の
か
た
萬
世
一
系
の
天
皇
を
い
た
だ
き
、
世
界

に
比
な
き
尊
厳
な
る
國
體
を
擁
し
て
今
日
に
至
れ
る
が
、
國
語
も
ま
た
、

國
初
以
来
、
連
綿
と
し
て
そ
の
姿
を
變
へ
ず
、
も
つ
て
現
在
に
及
べ
り
。

さ
れ
ば
國
語
の
中
に
は
、
神
代
以
来
の
日
本
人
の
感
情
精
神
を
ふ
く
み
、

國
語
を
使
ふ
わ
れ
ら
を
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
眞
の
日
本
人
た

ら
し
む
る
な
り
。
わ
れ
ら
は
國
語
を
用
ふ
る
こ
と
に
よ
り
て
何
千
年
前

の
日
本
人
と
結
び
つ
き
、
又
南
北
一
千
里
を
へ
だ
つ
と
も
、
國
民
と
國
民

と
は
一
心
一
體
と
な
り
得
る
な
り
。（
中
略
）
國
語
を
尊
べ
。
國
語
を
愛

せ
よ
。し
か
し
て
、國
語
の
中
に
宿
れ
る
精
神
を
発
揮
せ
よ
。國
語
こ
そ
は
、

國
家
國
民
と
密
接
不
離
の
關
係
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
國
語
を
用
ひ

ざ
る
國
民
は
完
全
な
る
國
民
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
も
過
言
な
ら
ざ
る
べ
し
。
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右
に
述
べ
ら
れ
た
「
国
語
」
の
来
歴
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
は
、

現
在
の
目
で
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
国
語
」
は
国
民
国
家

形
成
の
過
程
で
人
工
的
に
創
ら
れ
た
言
語
で
あ
り
、
け
っ
し
て
「
國
初
以

来
、
連
綿
と
し
て
そ
の
姿
を
變
へ
ず
、
も
つ
て
現
在
に
及
」
ん
で
い
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
。
近
代
に
生
成
し
た
「
国
語
」
を
用
い
て
「
何
千
年

前
の
日
本
人
と
結
び
つ
」
く
と
い
う
の
も
無
理
で
あ
る
。

こ
こ
で
日
本
人
だ
か
ら
国
語
を
話
す
の
で
は
な
く
、
国
語
を
話
す
か
ら
日

本
人
な
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
多
民
族
国
家
・
近
代
日
本
の
状
況
を
よ

く
表
し
て
い
る
。「
南
北
一
千
里
を
へ
だ
つ
と
も
、
國
民
と
國
民
と
は
一
心

一
體
と
な
り
得
る
」
と
い
う
の
は
、
帝
国
に
課
せ
ら
れ
た
命
題
で
あ
っ
た
（
５
）。

　
『
初
等
科
國
語
』
三
の
「
國
歌
」
と
い
う
章
で
も
、
次
の
よ
う
な
架
空
の

歴
史
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
わ
が
國
體
の
萬
國
に
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
美
し
い
と
こ
ろ
で
、
大

君
の
御
代
が
永
久
に
榮
え
ま
す
や
う
に
と
祈
り
奉
る
「
君
が
代
」
の
歌

詞
は
こ
の
赤
誠
を
そ
の
ま
ま
歌
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
よ
く
、
わ
が
國

體
や
國
民
精
神
を
現
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）今
や
御
稜
威
は
四
方
に
輝
き
、

八
紘
為
宇
の
大
精
神
は
世
界
の
果
ま
で
及
ば
ん
と
し
て
ゐ
る
。
さ
う
し

て
日
本
人
の
ゐ
る
所
、
日
章
旗
は
ひ
る
が
へ
り
、
日
章
旗
の
ひ
る
が
へ

る
所
、
必
ず
「
君
が
代
」
が
奉
唱
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
、
教
科
書
と
は
事
実
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
り
得
べ

き
理
想
の
世
界
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
理
想
的
な
生
の
あ
り
方

を
説
く
美
談
が
近
代
の
教
科
書
に
親
し
い
の
も
、
こ
の
あ
た
り
に
理
由
が

あ
る
。『
初
等
科
國
語
』
に
は
「
君
が
代
少
年
」
以
外
に
「
三
勇
士
」「
西

住
大
尉
」「
小
さ
い
伝
令
使
」「
東
郷
元
帥
」「
サ
ヨ
ン
の
鐘
」「
日
本
の
兵

隊
」「
稲
む
ら
の
火
」「
水
兵
の
母
」「
空
の
軍
神
」「
杉
本
中
佐
」
等
々
の

美
談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
サ
ヨ
ン
の
鐘
」
が
台
湾
の
話
、

「
東
郷
元
帥
」「
稲
村
の
火
」
が
災
害
美
談
で
、
ほ
か
は
軍
事
美
談
で
あ

る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
話
で
も
、
個
々
の
主
人
公
た
ち
の
小
さ
な
物
語
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
大
き
な
物
語
へ
と
回
収
さ
れ
て
い
く
。

主
人
公
へ
の
共
感
を
強
い
ら
れ
る
美
談
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
話
を
読

む
台
湾
の
少
年
少
女
た
ち
の
人
生
も
、
帝
国
日
本
を
か
た
ち
づ
く
る
小
さ

な
物
語
と
し
て
あ
っ
た
（
６
）。

副
読
本
と
し
て
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
震
災
美
談
／
君
が
代
少
年
』

（
同
刊
行
会
、
昭
和
十
一
年
）
に
は
、
詹
徳
坤
が
「
學
校
ご
つ
こ
」
と
称

し
て
近
所
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
、
日
本
語
を
教
え
て
い
た
と
い
う
描
写

が
あ
る
。
本
文
に
は
「
ほ
ん
た
う
に
彼
は
、
國
語
の
詹
徳
坤
で
あ
り
ま
し

た
」
と
あ
る
が
、
同
級
生
の
証
言
を
聞
く
限
り
、
少
年
が
そ
れ
ほ
ど
の
日

本
語
能
力
を
有
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
「
國
語
の
力
」
の
一

節
に
あ
る
よ
う
に
、
美
談
の
主
人
公
の
行
動
は
「
國
語
の
中
に
宿
れ
る
精

神
」
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
少
年
が
「
國
語

の
詹
徳
坤
」
に
な
っ
た
の
は
、死
後
、美
談
が
生
成
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

二
、
震
災
美
談
群
の
な
か
の
「
君
が
代
少
年
」

村
上
政
彦
『「
君
が
代
少
年
」
を
探
し
て
』
で
は
、
昭
和
十
年
六
月

二
十
九
日
付
『
臺
灣
日
日
新
報
』
に
載
る
「
震
災
に
散
つ
た
詹
少
年
」
が
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「
君
が
代
少
年
」の
初
出
と
さ
れ
て
い
る
が
、管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は『
臺

灣
敎
育
』
六
月
号
、
及
び
『
社
會
事
業
の
友
』
六
月
号
の
記
事
の
ほ
う
が

若
干
早
い
。

　
『
臺
灣
敎
育
』
に
は
、
公
館
公
学
校
校
長
の
橋
邊
一
好
の
「
震
災
に
直
面

し
て
」
と
い
う
文
章
が
載
る
。
こ
こ
で
は
「
こ
の
不
慮
の
天
災
に
よ
つ
て

私
共
は
教
育
上
尠
か
ら
ざ
る
良
い
體
驗
と
資
料
を
得
た
こ
と
を
せ
め
て
も

の
喜
び
と
し
て
ゐ
ま
す
」
と
記
し
た
の
ち
、「
或
る
兒
童
の
如
き
は
入
院
中

最
後
の
息
を
引
き
と
る
迄
敎
師
の
名
を
呼
び
續
け
、
臨
終
に
君
が
代
を
唱

つ
て
瞑
目
し
た
こ
と
等
全
く
感
激
と
悲
痛
の
涙
の
種
で
あ
り
ま
す
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
校
長
と
い
う
立
場
が
書
か
せ
た
に
せ
よ
、
露
骨
に
過
ぎ
る

発
言
で
あ
る
。
橋
邊
は
「
君
が
代
少
年
」
を
広
め
た
キ
ー
マ
ン
だ
が
、
台

湾
人
に
対
し
て
差
別
的
な
言
動
が
多
か
っ
た
め
、
当
時
を
知
る
地
元
民
の

間
で
は
評
判
が
悪
い
。
た
だ
、
あ
る
ご
老
人
は
「
あ
の
時
代
、
橋
邊
の
よ

う
な
人
間
は
た
く
さ
ん
い
た
」
と
話
し
て
お
り
、
植
民
地
台
湾
の
日
本
人

の
典
型
だ
っ
た
と
も
い
え
る
（
７
）。

同
じ
く
『
臺
灣
敎
育
』
に
載
る
田
春
和
と
い
う
生
徒
（
当
時
、
公
館
公

学
校
六
年
生
）
の
「
臺
灣
大
震
災
」
と
い
う
作
文
に
も
「
君
が
代
少
年
」

は
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

　

亦
潰
さ
れ
た
家
の
爲
に
頭
に
重
傷
を
受
け
た
私
の
學
友
の
詹
徳
坤

（
三
年
生
）
は
早
速
入
院
し
た
が
、
な
か
〳
〵
直
ら
ず
、
だ
ん
〳
〵
重

く
な
り
ま
し
た
。
病
氣
で
居
る
間
は
國
語
で
校
長
先
生
、
受
持
の
先
生
、

其
の
他
の
先
生
方
の
名
を
幾
度
も
〳
〵
呼
び
續
け
、
今
に
死
な
う
と
言

ふ
時
國
歌
（
君
が
代
）
を
歌
ひ
な
が
ら
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
私
達

は
こ
ん
な
立
派
な
人
を
庄
に
見
出
し
、
又
學
友
に
持
つ
た
事
を
此
の
上

も
無
い
喜
ば
し
い
事
だ
と
思
ひ
ま
す
。

苗
栗
周
辺
の
十
の
公
学
校
と
小
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
「
震
災
に
關

す
る
兒
童
の
作
文
」
の
一
つ
で
あ
る
。
学
校
は
美
談
が
話
さ
れ
る
場
で
あ

る
の
と
同
時
に
、
収
集
さ
れ
、
生
成
さ
れ
る
場
で
も
あ
っ
た
（
８
）。

同
じ
く
『
臺
灣
敎
育
』
の
重
信
政
敏
「
震
災
雑
感
」
で
も
「
敎
育
の
効

果
」
が
見
ら
れ
る
例
と
し
て
、
以
下
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

も
「
君
が
代
少
年
」
の
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
１　

瀕
死
の
重
傷

を
負
つ
た
兒
童
が
入
院
中
國
語
を
使
用
し
た
こ
と
」「
２　

息
を
引
き
と

る
迄
敎
師
の
名
を
呼
び
つ
ゞ
け
臨
終
に
君
が
代
を
歌
つ
て
瞑
目
し
た
と
い

ふ
こ
と
。（
苗
栗
収
容
所
に
於
け
る
公
館
公
學
校
兒
童
）」「
３　

校
舎
校
庭

に
數
百
の
避
難
民
を
収
容
中
、
自
發
率
先
し
て
便
所
の
清
掃
奉
仕
を
つ
ゞ

け
た
青
年
二
、三
名
あ
つ
た
こ
と
」「
４　

同
志
を
叫
合
し
て
勞
力
奉
仕
に

當
つ
た
青
年
た
ち
」「
５　

倒
壊
家
屋
を
そ
の
ま
ゝ
に
非
常
時
天
長
節
の

學
校
挙
式
に
參
列
し
た
父
兄
」
の
五
点
で
あ
る
。

重
信
が
挙
げ
た
五
点
の
う
ち
、
１
・
２
・
５
番
と
、
３
・
４
番
の
間
に
は

質
の
違
い
が
あ
る
。
前
者
が
「
國
語
」「
君
が
代
」
と
い
っ
た
精
神
性
を

賞
賛
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
非
常
時
に
お
い
て
も
冷
静
に
行
動
を

し
た
実
際
性
を
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
者
が
震
災
美
談
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

当
時
の
震
災
美
談
群
の
な
か
に
「
君
が
代
少
年
」
を
置
い
て
み
る
と
、

何
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

【
表
１
】
は
『
臺
灣
敎
育
』
の
特
集
「
震
災
美
談
」
の
要
約
で
あ
る
。
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【
表
１
】『
臺
灣
教
育
』（
昭
和
十
年
六
月
号
）
所
収
「
震
災
美
談
」
内
容
要
約

題
名

主
人
公

内
容

1
（
無
題
）

黄
阿
栄

※
公
館
公
２
年

負
傷
し
、
家
族
と
先
生
の
安
否

を
確
認
し
た
後
、
死
去
。

2
（
無
題
）

詹
徳
坤

※
公
館
公
３
年

負
傷
し
、「
君
が
代
」
を
歌
い
な

が
ら
死
去
。

3

救
援
に
勇
む
少
年
王

明
貴
君

王
明
貴

※
清
水
公
学
校

友
人
を
失
う
も
、
危
険
を
顧
み

ず
、
救
護
活
動
を
行
な
う
。

4

健
気
な
少
年
呉
連
青

君

呉
連
青

※
清
水
公
学
校

友
人
を
失
う
も
、
危
険
を
顧
み

ず
、
救
護
活
動
を
行
な
う
。

5

重
傷
の
父
を
抱
へ
乍

ら

劉
日
燕

※
製
糖
農
場
勤
務

弟
を
失
う
も
、
重
傷
の
父
の
応

急
手
当
て
を
し
た
あ
と
、
救
護

活
動
を
助
け
、
自
衛
団
を
組
織

す
る
。
妹
も
救
護
活
動
。

6

青
年
団
壮
丁
団
が
一

体
と
な
っ
て
活
躍

※
個
人
名
は
な
し

竹
南
郡
南
庄
の
青
年
団
・
壮
丁

団
の
活
躍
。
女
子
青
年
団
の
活

躍
に
つ
い
て
も
。

7

迷
信
排
除
の
模
範

楊
肇
嘉

遺
体
に
触
れ
る
と
「
悪
鬼
」
の

祟
り
に
遭
う
と
い
う
迷
信
を
打

破
し
て
遺
体
を
処
理
す
る
。

8

青
年
団
の
活
動

※
個
人
名
は
な
し

彰
化
県
和
美
青
年
団
ほ
か
、
各

地
の
青
年
団
の
救
護
活
動
の
動

向
を
伝
え
る
。

9

重
傷
を
負
ひ
な
が
ら

勅
語
奉
安
筥
を
奉
遷
張
漢
津
※
内
埔
公

学
校
小
使
（
22
歳
）

洪
中
禮
（
15
歳
）

息
子
を
失
い
、
自
身
も
重
傷
を

負
い
な
が
ら
、
勅
語
奉
安
筥
を

守
る
。
ま
た
、
倒
壊
寸
前
の
自

宅
に
入
り
、
御
尊
影
を
守
っ
た

少
年
の
話
も
。

10

教
化
指
導
の
責
任
者
輿
水
武

※
卓
蘭
公
学
校
長

役
場
や
警
察
と
連
絡
を
と
り
、

救
護
活
動
を
行
な
い
、
迷
信
を

打
破
す
る
。

11

先
生
が
救
護
班
を
組

織
し
て
負
傷
者
を
救

助

岡
田
校
長

職
員
を
集
め
て
救
護
活
動
を
行

な
う
。

12

負
傷
兵
の
如
く
横
た

へ
ら
れ
た
学
童

許
實
豊

※
石
圍
墻
公
学
校

４
年

祖
父
を
助
け
よ
う
と
し
て
重
傷

を
負
う
。
祖
父
は
死
亡
。

13

少
年
義
勇
軍

劉
碧
玉

※
苗
栗
公
学
校
高

等
科
１
年

家
が
半
壊
し
、
家
族
に
負
傷
者

を
出
し
な
が
ら
友
人
た
ち
と
救

護
活
動
を
行
な
う
。

14

両
訓
導
の
働
き

曾
敬
樂
・
温
清
浪

※
峨
嵋
公
学
校

倒
壊
し
か
か
っ
た
校
舎
に
入
り
、

教
育
勅
語
を
守
る
。
そ
の
後
、

救
護
活
動
を
行
な
う
。

15

青
年
団
の
威
力

※
個
人
名
は
な
し

後
龍
青
年
団
の
活
躍
。
団
員
は

バ
ラ
ッ
ク
に
起
居
し
て
い
た
。

二
話
目
の
無
題
の
話
が
「
君
が
代
少
年
」
だ
が
、
全
体
の
な
か
で
は
異

質
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
話
で
は
、
身
内
や
友
人
に
犠
牲
者
を
出

し
な
が
ら
も
平
常
心
を
保
ち
、
救
護
活
動
に
専
念
し
た
と
い
う
実
際
的
行

為
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
話
の
み
が
死
の
間
際
に
「
君
が
代
」

を
歌
っ
た
と
い
う
精
神
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
の
は
、

御
尊
影
を
守
っ
た
少
年
の
話
（
九
話
）
の
み
で
あ
る
。

一
方
、【
表
２
】
は
『
震
災
美
談
集
』（
昭
和
十
年
、
台
湾
総
督
府
文
教
局

社
会
課
）
の
要
約
で
あ
る
。
同
書
に
は
震
災
に
ま
つ
わ
る
美
談
が
四
十
二

話
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、「
君
が
代
少
年
」
は
な
い
。
こ
こ
で
も
精
神
性
が

強
調
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
く
（
四
〇
話
の
み
）、『
臺
灣
敎
育
』
と
同
様
に
、

緊
急
時
に
あ
っ
て
も
平
静
を
保
ち
、
み
ず
か
ら
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
に

救
護
活
動
に
尽
く
し
た
人
の
話
が
美
談
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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【
表
２
】　
『
震
災
美
談
集
』
内
容
要
約

題
名

主
人
公

内
容

1
（
無
題
）

大
島
健
（
50
歳
）

※
郵
便
局
長

黄
文
祖�

※
米
商

通
信
手
段
と
し
て
の
電
話
を

守
っ
た
郵
便
局
長
と
、
郵
便
局

に
寄
付
を
し
た
米
商
。

2

重
態
の
大
湖
郡
守

吉
岡�

※
大
湖
郡
守
入
院
中
に
震
災
に
遭
い
、
病
を
お

し
て
職
務
を
遂
行
し
た
郡
守
。

3

感
心
な
巡
査
さ
ん

木
原
茂
（
42
歳
）

※
巡
査
部
長
地
震
が
原
因
で
妻
が
流
産
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
務
を
遂

行
し
た
警
察
官
。

4

重
傷
者
多
数
を
救
ふ
周
朝
棟�

※
医
師
自
宅
が
被
災
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
救
護
活
動
を
お
こ
な
っ

た
医
師
。

5

重
傷
の
父
を
抱
へ
乍

ら

劉
日
燕

※
製
糖
農
場
勤
務
→『
臺
灣
教
育
』第
5
話
と
同
じ
。

6

死
児
を
妻
に
委
ね
て
張
傑
爾

※
公
館
庄
役
場
書

記

三
歳
の
自
分
の
娘
が
死
亡
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
務
を
遂

行
し
た
役
場
書
記
。

7

青
年
団
壮
丁
団
が
一

体
と
な
っ
て
活
躍

※
個
人
名
は
な
し
→『
臺
灣
教
育
』第
6
話
と
同
じ
。

8

哀
し
く
も
美
し
母
性

愛

林
氏
玉
春
（
25
歳
）

�

※
主
婦
自
宅
が
倒
壊
す
る
な
か
、
身
を

挺
し
て
五
歳
の
長
男
を
助
け
た

母
親
。
母
親
は
死
亡
。

9

迷
信
排
除
の
模
範

楊
肇
嘉※

職
業
不
明
→『
臺
灣
教
育
』第
7
話
と
同
じ
。

10

接
骨
医
の
奉
仕

林
斎
媒�

※
接
骨
医
震
災
後
す
ぐ
に
被
災
地
に
駆
け

つ
け
て
、救
護
活
動
を
お
こ
な
っ

た
医
師
。

11

母
を
失
っ
た
警
察
官
張
世
遠�

※
巡
査
地
震
で
母
親
が
死
亡
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
職
務
を
遂
行
し

た
警
察
官
。

12

医
は
仁

陳
春�

※
医
師
地
震
で
長
男
を
亡
く
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
救
護
活
動
を
お

こ
な
っ
た
医
師
。

13

青
年
団
の
活
動

※
個
人
名
は
な
し
→『
臺
灣
教
育
』第
8
話
と
同
じ
。

14

重
傷
を
負
ひ
な
が
ら

勅
語
奉
安
筥
を
奉
遷
張
漢
津
（
22
歳
）

※
公
学
校
小
使

洪
中
禮
（
15
歳
）

※
公
学
校
生
徒

→『
臺
灣
教
育
』第
9
話
と
同
じ
。

15

教
化
指
導
の
責
任
者
輿
水
武

�

※
公
学
校
長
→『
臺
灣
教
育
』第
10
話
と
同
じ
。

16

使
命
を
果
た
す
は
此

の
時

謝
源
水

�

※
壮
丁
団
長
震
災
直
後
、
迅
速
に
壮
丁
団
を

組
織
し
、
警
備
・
救
護
活
動
を

お
こ
な
っ
た
団
長
。

17

崩
壊
せ
る
家
に
潜
入

し
て
隣
家
の
親
子
を

救
ふ

黄
演
旗※公

学
校
訓
導
身
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
崩

壊
し
た
家
に
入
り
、
母
親
と
子

ど
も
を
救
け
た
訓
導
。

こ
れ
ら
の
美
談
で
説
か
れ
る
の
は
、
愛
国
心
と
い
う
よ
り
も
公
共
心
で

あ
っ
た
。
一
連
の
美
談
の
主
人
公
た
ち
の
行
動
は
、
目
前
の
被
災
者
の
命

を
助
け
る
こ
と
の
み
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に「
国
」は
見
出
せ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
公
共
心
は
容
易
に
愛
国
心
に
変
化
す
る
も
の

だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
公
共
心
は
無
際
限
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

お
の
ず
と
範
囲
が
規
定
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
公
共
心
が
適
用
さ
れ
る

範
囲
は
、
概
ね
「
国
語
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
国
土
と
同
じ
で
あ
っ
た
（
９
）。

愛
国
心
を
育
て
る
と
い
う
目
標
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
軍
国
美
談

と
は
異
な
り
、
災
害
美
談
に
は
直
接
の
「
敵
」
が
想
定
さ
れ
な
い
。
そ
こ

で
主
人
公
の
行
為
と
愛
国
心
と
の
間
に
公
共
心
と
い
う
補
助
線
を
引
く
必

要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
公
共
心
に
触
れ

ら
れ
な
い
「
君
が
代
少
年
」
の
話
は
、
こ
の
時
点
で
は
震
災
美
談
の
な
か

の
異
端
で
あ
っ
た
。
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18

先
生
が
救
護
班
を
組

織
し
て
負
傷
者
を
救

助

岡
田

�

※
公
学
校
校
長
→『
臺
灣
教
育
』第
11
話
と
同
じ
。

19

負
傷
兵
の
如
く
横
た

へ
ら
れ
た
学
童

許
實
豊※公

学
校
生
徒
→『
臺
灣
教
育
』第
12
話
と
同
じ
。

20

一
市
民
の
こ
の
心

陳
成
器
（
38
歳
）

※
職
業
不
明
救
護
活
動
と
寄
付
金
で
貢
献
し

た
一
般
人
。

21

壮
絶
涙
ぐ
ま
し

曾
燦
輝
（
25
歳
）

※
壮
丁
妻
子
を
失
い
、
非
常
召
集
を
免
除

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
備・

救
護
活
動
を
お
こ
な
っ
た
壮
丁
。

22

責
任
を
果
す
は
此
の

機
会

劉
阿
坤
（
54
歳
）

※
保
正
自
宅
が
被
災
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
遺
体
の
処
理
を
お
こ
な

う
。

23

自
己
を
捨
て
、
他
の

為
に

邱
海
山
（
27
歳
）

※
壮
丁
父
親
が
安
否
不
明
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
警
備
・
救
護
活
動
を
お

こ
な
っ
た
壮
丁
。

24

幾
多
の
人
命
を
救
ふ
江
有
亮
（
30
歳
）

※
保
正
代
理
危
険
を
顧
み
ず
、
救
護
活
動
を

お
こ
な
い
、
ま
た
、
迷
信
を
打

破
し
た
保
正
代
理
。

25

奇
特
な
竹
屋
さ
ん

江
東
亮※竹

細
工
職
人
自
分
の
工
場
を
被
災
者
収
容
の

た
め
に
開
放
し
、
バ
ラ
ッ
ク
建

設
の
た
め
に
竹
材
を
提
供
し
た

竹
細
工
職
人
。

26

産
婆
さ
ん
看
護
婦
に
林
氏
四
英

※
産
婆
自
宅
が
被
災
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
看
護
婦
と
し
て
活
動
を

お
こ
な
っ
た
産
婆
。

27

父
子
手
を
分
け
て
救

護
に

陳
阿
水
（
54
歳
）

※
保
正
自
宅
が
被
災
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
救
護
活
動
を
お
こ
な
っ

た
保
正
。

28

他
庄
に
出
動

※
個
人
名
は
な
し
自
分
た
ち
の
庄
の
被
害
も
大
き

か
っ
た
の
に
、
救
護
活
動
を
お

こ
な
っ
た
壮
丁
団
。

29

少
年
義
勇
軍

劉
碧
玉　
　

※
公

学
校
高
等
科
生
徒

→『
臺
灣
教
育
』第
13
話
と
同
じ
。

30

身
を
尽
し
て
救
護

寺
田
五
郎�

※
医
師
震
災
後
す
ぐ
に
被
災
地
に
行
き
、

救
護
活
動
を
お
こ
な
っ
た
医
師
。

31

余
震
し
げ
き
中
に
精

米

楊
燦
松

�

※
精
米
業
自
宅
が
被
災
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
精
米
を
し
、
被
災
者
に
米

を
配
っ
た
精
米
業
者
。

32

負
傷
の
身
を
以
て

曾
明
嶽

�

※
職
業
不
明
自
宅
が
被
災
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
救
護
活
動
を
お
こ
な
っ

た
人
。

33

両
訓
導
の
働
き

曾
敬
樂
・
温
清
浪

※
峨
嵋
公
学
校
教
員
→『
臺
灣
教
育
』第
14
話
と
同
じ
。

34

小
屋
掛
材
料
を
頒
つ
彭
阿
東

�

※
職
業
不
明
自
分
の
山
の
木
を
伐
っ
て
仮
小

屋
建
設
の
材
木
を
提
供
し
、
義

援
金
も
出
し
た
人
。

35

子
の
看
護
も
忘
れ

蔡
朝
陽
・
盧
阿
頼
・

劉
福
森※庄

役
場
勤
務

自
分
の
子
ど
も
が
死
亡
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
職
務
を
遂
行

し
た
役
人
た
ち
。

36

五
十
箇
所
の
避
難
所

を
二
日
で

渋
谷
由
太
郎
（
26

歳
）※製

竹
工
場
勤
務

自
宅
が
被
災
し
な
が
ら
も
、
部

下
の
大
工
た
ち
と
避
難
所
五
十

か
所
を
建
設
し
た
製
竹
業
者
。

37

青
年
団
の
威
力

※
個
人
名
は
な
し
→『
臺
灣
教
育
』第
15
話
と
同
じ
。

38

揺
れ
る
役
場
の
屋
根

に
登
っ
て

杜
世
存※庄

役
場
給
仕
余
震
の
続
く
な
か
、
役
場
の
屋

根
に
上
り
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
つ

づ
け
た
役
場
給
仕
。

39

身
を
捨
て
ゝ
妹
を
庇

ふ

王
氏
菜※公

学
校
生
徒
五
歳
の
妹
を
助
け
よ
う
と
し
て

圧
死
し
た
少
女
。
妹
は
助
か
る
。

40

徒
歩
で
郡
役
所
に
急

報

兒
島
高
英※公

学
校
長
震
災
後
、
教
育
勅
語
を
宿
舎
に

保
管
し
、
教
員
た
ち
と
救
護
活

動
を
し
た
校
長
。

41

喪
心
の
母
を
い
た
わ

り
つ
ゝ

呉
連
青※公

学
校
生
徒
家
族
を
失
い
な
が
ら
も
、
母
親

を
励
ま
し
つ
つ
弔
い
を
し
、
仮

小
屋
を
建
て
た
少
年
。

42

救
援
出
道
中
に
妻
と

永
別

園
部
友
義

※
軍
人
（
上
等
兵
）
病
気
で
重
体
の
妻
を
か
え
り
み

ず
、
救
護
隊
に
参
加
し
た
軍
人
。

妻
は
死
亡
。
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三
、
証
言
・
詹せ

ん
と
く
こ
ん

徳
坤

そ
れ
で
は
「
君
が
代
少
年
」
こ
と
詹
徳
坤
と
は
、ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

過
日
、
生
前
の
詹
徳
坤
を
知
る
徐
慶
松
さ
ん
（
一
九
二
六
生
、
男
性
）・

陳
秋
香
さ
ん
（
一
九
二
六
生
、
女
性
）
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

二
人
と
も
家
の
方
向
が
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
詹
徳
坤
と
一
緒
に
登
下
校
を

し
て
い
た
そ
う
だ
。
徐
さ
ん
の
記
憶
の
な
か
の
詹
徳
坤
は「
暴
れ
ん
坊
」で
、

放
課
後
、
よ
く
騎
馬
戦
や
竹
鉄
砲
、
陣
取
り
合
戦
な
ど
を
し
て
遊
ん
だ
と

い
う
。
陳
さ
ん
は
女
の
子
な
の
で
あ
ま
り
交
流
は
な
か
っ
た
が
、
詹
徳
坤

が
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
格
だ
っ
た
印
象
が
あ
る
と
い
う
。

戦
前
、
公
館
公
学
校
（
現
・
公
館
國
民
小
學
）
の
校
門
前
に
詹
徳
坤
の

銅
像
が
建
っ
て
い
た
が
、
戦
後
は
国
民
党
政
府
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た（

（（
（

。

そ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
、
ご
夫
妻
は
こ
う
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

陳
：
あ
の
銅
像
、
破
壊
さ
れ
て
、
向
こ
う
が
ね
、
か
つ
い
で
帰
っ
て
、

家
の
ほ
う
に
置
い
た
。

─
─
家
に
？
─
─

陳
：
置
い
た
。
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
。
そ
し
て
、
あ
と
で
向
こ
う

は
丘
に
住
ん
で
る
で
し
ょ
？　

食
用
水
ね
、
山
を
下
り
て
、
泉
川
の

水
を
か
つ
い
で
帰
っ
て
使
用
す
る
で
し
ょ
？　

と
て
も
苦
労
す
る
か

ら
、
こ
の
銅
像
を
売
っ
て
…
…
。

徐
：
ポ
ン
プ
買
っ
た
。

陳
：
ポ
ン
プ
買
っ
た
。
モ
ー
タ
ー
買
っ
た
。
あ
の
銅
像
の
お
金
で
ポ
ン

プ
買
っ
た
。
だ
か
ら
、う
ち
の
人
は「
あ
の
伯
父
さ
ん
の
お
か
げ
で
ね
、

水
、
か
つ
が
な
く
て
も
い
い
」
っ
て
言
っ
て
（
笑
）。

詹
徳
坤
の
弟
は
い
ま
も
ご
健
在
で
、
両
親
も
戦
後
ま
で
生
き
た
。
美
談

の
主
人
公
を
肉
親
に
も
つ
こ
と
は
、
地
域
を
生
き
る
う
え
で
ど
う
い
う
意

味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
。
右
の
証
言
に
も
軽
い
揶
揄
の
感
情
が
見
て
取
れ
る

が
、両
親
が
日
本
政
府
（
も
し
く
は
、台
湾
総
督
府
）
か
ら
大
金
を
も
ら
っ

た
と
い
う
噂（
事
実
か
否
か
は
不
明
）が
戦
前
も
戦
後
も
地
域
内
で
広
ま
っ

て
い
て
、
遺
族
は
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
し
い（

（（
（

。

詹
徳
坤
の
幼
馴
染
み
だ
っ
た
謝
春
梅
さ
ん
（
一
九
二
二
生
、
男
性
）
は
、

次
の
よ
う
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
御
歳
九
十
で
現
役
の
医
師
で
あ

る
謝
さ
ん
は
、
医
学
的
見
地
か
ら
所
見
を
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　
「
君
が
代
」
を
歌
っ
た
っ
て
い
う
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の
保ほ

正せ
い

さ
ん

の
息
子
さ
ん
、
大
き
い
息
子
さ
ん
。
詹
徳
坤
の
…
…
こ
の
人
が
い
ち
ば

ん
先
に
、
消
息
を
話
し
た
の
は
こ
の
人
で
す
よ
。
陳
漢
初
先
生
と
い
っ

て
ね
。（
中
略
）
こ
の
人
が
…
…
聞
け
ば
、
詹
徳
坤
の
入
院
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
ね
、
話
に
よ
れ
ば
、
先
生
も
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
校
長

先
生
も
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
陳
捷
順
さ
ん
（
注
・
陳

漢
初
の
父
）
は
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。

─
─
陳
捷
順
さ
ん
が
行
っ
て
い
た
ん
で
す
か
─
─

　

い
や
、
違
う
。
陳
漢
初
さ
ん
。

─
─
詹
徳
坤
が
亡
く
な
る
と
こ
ろ
を
？
─
─

　

そ
う
。
お
そ
ら
く
は
破
傷
風
じ
ゃ
な
い
か
と
。
細
菌
感
染
で
ね
。
破
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傷
風
か
何
か
、
結
局
は
細
菌
感
染
で
す
よ
、
敗
血
症
か
何
か
で
、
高
熱

を
出
し
て
、
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
。
あ
の
と
き
は
国
民
学
校
の
三
年
生

で
、
毎
日
、
朝
会
の
と
き
に
「
君
が
代
」
を
歌
い
ま
す
ん
で
、
そ
れ
で

そ
の
歌
が
い
ち
ば
ん
慣
れ
て
る
と
い
う
わ
け
で
す
よ
（
笑
）。
わ
た
し

た
ち
も
み
な
同
じ
で
す
よ
。
た
だ
、
自
然
的
に
…
…
わ
た
し
は
そ
う
思

い
ま
す
よ
、
わ
た
し
は
聞
い
て
ま
せ
ん
が
。
そ
の
陳
漢
初
先
生
が
、
詹

徳
坤
が
亡
く
な
る
前
に
「
君
が
代
」
み
た
い
な
歌
を
歌
っ
た
っ
て
。

─
─
陳
漢
初
さ
ん
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
証
言
し
た
と
？
─
─

　

え
え
。
そ
れ
を
校
長
先
生
に
報
告
し
た
ん
で
す
よ
。

謝
さ
ん
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
保
正
を
務
め
て
い
た
陳
漢
初
と
い
う
人
物

が
、
詹
徳
坤
の
末
期
の
様
子
を
公
館
公
学
校
校
長
の
橋
邊
一
好
に
話
し
た

の
が
、
美
談
生
成
の
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
。
保
正
と
い
う
社
会
的
地
位

が
、
話
の
信
用
度
を
高
め
た
の
だ
ろ
う
。
謝
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
も
話
し

て
い
る
。

─
─
は
じ
め
て
「
君
が
代
少
年
」
の
話
を
聞
い
た
の
は
？
─
─

　

亡
く
な
っ
た
と
た
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
そ
う
い
う
噂
、す
ぐ
に
広
ま
っ

て
。
亡
く
な
っ
て
数
日
で
す
ね
。
わ
た
し
た
ち
は
詹
徳
坤
が
死
ぬ
前
に

「
君
が
代
」
を
歌
っ
た
っ
て
聞
い
て
、
当
時
、
わ
た
し
た
ち
は
感
心
し

た
ん
で
す
よ
。

こ
の
証
言
か
ら
は
、
世
間
に
知
ら
れ
る
以
前
、
地
元
民
の
間
で
は
す

で
に
詹
徳
坤
の
話
が
知
ら
れ
て
い
た
の
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
感
心
し
た
」

と
い
う
発
言
か
ら
、
当
時
の
謝
さ
ん
が
、
詹
徳
坤
の
最
期
の
言
動
を
讃
美

す
る
感
情
を
抱
い
て
い
た
の
が
判
る
。
主
語
が
「
わ
た
し
た
ち
」
と
複
数

形
で
あ
る
点
に
も
留
意
し
た
い
。
為
政
者
に
よ
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
以

前
か
ら
、
美
談
の
萌
芽
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、
そ
の
後
の
「
君
が
代
少
年
」

一
口
に
美
談
と
い
っ
て
も
、
為
政
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
場
合
（
仮

に
「
国
家
美
談
」
と
す
る
）
と
、為
政
者
の
介
在
な
く
し
て
生
ず
る
場
合
（
同

じ
く
「
民
間
美
談
」
と
す
る
）
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る（

（（
（

。

　
「
君
が
代
少
年
」
の
場
合
、
地
元
で
囁
か
れ
て
い
た
民
間
美
談
が
、
為
政

者
に
絡
め
と
ら
れ
て
教
材
と
さ
れ
、
国
家
美
談
化
し
た
。
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
保
正
の
陳
漢
初
や
公
学
校
校
長
の
橋
邊
一
好
と
い
っ
た
地
域
の
公

人
の
活
動
だ
が
、
美
談
生
成
の
過
程
で
は
メ
デ
ィ
ア
の
果
た
し
た
役
割
も

大
き
か
っ
た（

（（
（

。

　
『
臺
灣
日
日
新
報
』
に
「
震
災
に
散
つ
た
詹
少
年
」
を
書
い
た
柴
山
武
矩

は
、『
社
會
事
業
の
友
』
の
「
震
災
あ
と
が
き
」
で
も
「
君
が
代
少
年
」
に

触
れ
て
い
る
。
柴
山
は
雑
誌
『
改
造
』
の
記
者
だ
が
、
若
山
牧
水
門
下
の

詩
人
で
も
あ
っ
た
。
関
東
大
震
災
の
際
に
も「
震
災
直
後
の
東
海
道
を
歩
き
、

震
災
に
絡
ま
る
美
談
や
哀
話
を
拾
ひ
歩
い
た
（
（（
（

」
そ
う
で
、
善
行
調
査
員
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
美
談
や
哀
話
を
書
き
記
す
際

に
、
柴
山
の
小
説
家
的
想
像
力
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
「
震
災
あ
と
が
き
」
の
「
君
が
代
少
年
」
に
触
れ
た
箇
所
で
は
、
詹
徳
坤

の
最
期
の
場
面
の
直
前
に
、「
此
處
ま
で
書
い
て
來
て
、
私
の
眼
は
う
る
む
」

と
、
柴
山
個
人
の
感
想
が
挟
ま
れ
て
い
る
。『
社
會
事
業
の
友
』
と
い
う
雑
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誌
の
性
質
上
、
当
局
の
意
向
が
反
映
し
て
い
る
の
は
否
め
な
い
が
、
柴
山

個
人
も
少
年
の
死
に
感
動
し
、
こ
の
話
を
積
極
的
に
伝
え
よ
う
と
い
う
意

思
が
あ
っ
て
筆
を
執
っ
た
の
が
窺
え
る
。
そ
の
と
き
の
柴
山
の
脳
裏
に
は
、

読
者
の
理
想
の
反
応
─
─
つ
ま
り
は
、
感
動
の
共
有
─
─
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
美
談
の
条
件
で
あ
っ
た
。
読
む
側
は
、
柴
山
の
意

図
に
共
感
す
る
に
せ
よ
反
発
す
る
に
せ
よ
、
美
談
と
い
う
モ
ー
ド
に
仕
組

ま
れ
た
磁
場
と
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
君
が
代
少
年
」
が
美
談
で
あ
っ
た
の
は
、「
大
君
の
御
代
が
永
久
に
榮

え
ま
す
や
う
に
と
祈
り
奉
る
「
君
が
代
」
の
歌
詞
は
こ
の
赤
誠
を
そ
の
ま

ま
歌
つ
た
も
の
」（
先
述
『
初
等
科
國
語
』
三
、「
國
歌
」
よ
り
）
と
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
今
日
、
台
湾
の
老
人
た
ち
が
「
君
が

代
少
年
」
を
話
す
と
き
、
ど
の
よ
う
な
感
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
謝
さ
ん
は
「
君
が
代
少
年
」
の
真
相
に
つ
い
て
、
こ
う
も
述
べ
て

い
る
。

　

わ
た
し
が
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
は
完
全
に
自
然
の
な
り
ゆ
き

で
す
よ
。
こ
う
い
う
結
果
は
自
然
で
す
よ
。
毎
日「
君
が
代
」、「
君
が
代
」

以
外
に
歌
う
歌
な
い
ん
で
す
よ
。
こ
う
い
う
皇
民
化
教
育
の
…
…
。
わ

た
し
も
以
前
、
日
本
精
神
が
強
い
。
い
ま
で
も
わ
た
し
、
日
本
精
神
が

強
い
ん
で
す
。

謝
さ
ん
は
詹
徳
坤
が
「
君
が
代
」
を
歌
っ
た
理
由
を
高
熱
に
う
な
さ
れ

た
せ
い
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
こ
で
は
皇
民
化
教
育
の
結
果
と
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、謝
さ
ん
は「
君
が
代
」を
歌
う
と
い
う
行
為
の
背
後
に
、

天
皇
へ
の
「
赤
誠
」
を
認
め
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
私
と
謝
さ
ん
と
で
生

起
し
た
話
の
場
で
は
「
君
が
代
少
年
」
は
美
談
と
し
て
成
立
し
な
か
っ
た
。

今
回
、苗
栗
市
や
公
館
郷
の
界
隈
で
、二
十
人
ほ
ど
の
ご
老
人
か
ら
「
君

が
代
少
年
」
の
話
を
聞
い
た
。
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
詳
し
く
お

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
美
談
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
と

い
う
の
も
、話
者
た
ち
は
「
君
が
代
少
年
」
を
日
本
統
治
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
一
つ
と
し
て
淡
々
と
─
─
時
に
は
悲
劇
と
し
て
、
時
に
は
義
憤
を
滲

ま
せ
な
が
ら
─
─
話
し
て
お
り
、
聞
き
手
に
対
し
て
主
人
公
の
行
為
へ
の

共
感
を
う
な
が
す
よ
う
な
話
し
方
を
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
台
湾
の
若
い
世
代
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
偶
然
な
の
だ
が
、

私
の
教
え
子
の
簡
千
慈
さ
ん
（
南
台
科
技
大
学
三
年
、
女
子
）
は
、
公
館

國
民
小
學
（
公
館
公
学
校
の
後
裔
）
の
卒
業
生
で
あ
る
。
詹
徳
坤
の
遥
か

後
輩
に
当
た
る
わ
け
だ
が
、訊
い
て
み
た
と
こ
ろ
、彼
女
は
「
君
が
代
少
年
」

を
知
ら
な
か
っ
た
。
現
代
の
台
湾
で
は
「
君
が
代
少
年
」
は
話
の
動
機
を

失
っ
て
い
る（

（（
（

。

た
だ
し
、
地
元
で
は
、
美
談
と
は
別
の
話
し
口
で
「
君
が
代
少
年
」
は

復
活
し
つ
つ
あ
る
。
公
館
國
民
小
學
の
校
史
『
百
齢
揺
藍
／
歴
久
彌
新
』

（
二
〇
〇
一
、公
館
國
民
小
學
）
に
は
、真
偽
に
つ
い
て
は
保
留
し
つ
つ
も
、

詹
徳
坤
の
逸
話
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
他
に
も
管
見
に
入
っ
た
限
り

で
は
、『
苗
栗
風
土
記
事
』（
二
〇
〇
二
、
苗
栗
縣
社
區
大
學
）、『
隘
寮
下
』

一
五
四
号
（
二
〇
一
〇
、
公
館
學
習
中
心
）
な
ど
に
「
君
が
代
少
年
」
が

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（「
社
區
大
學
」「
學
習
中
心
」
は
「
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
」
の
意
）。
地
域
史
を
語
る
枠
組
み
の
な
か
で
、「
君
が
代
少
年
」

は
蘇
り
つ
つ
あ
る
。
な
か
に
は『
國
歌
少
年
詹
徳
坤
的
故
事
』（
二
〇
一
〇
、
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公
館
學
習
中
心
）
の
よ
う
な
単
行
本
ま
で
作
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
日
本
統

治
時
代
の
『
初
等
科
國
語
』
の
「
君
が
代
少
年
」
の
文
章
が
中
国
語
訳
さ

れ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
急
に
出
版
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
に
は
、

台
湾
民
主
化
と
い
う
時
代
背
景
が
関
係
し
て
い
る
。
事
実
、
国
民
党
政
府

の
影
が
色
濃
か
っ
た
時
期
に
編
ま
れ
た
『
公
館
郷
誌
』（
一
九
九
四
）
に

は
「
君
が
代
少
年
」
の
記
事
は
な
い
。
そ
れ
が
昨
今
で
は
、
歴
史
教
科
書

の
な
か
に
植
民
地
時
代
の
逸
話
と
し
て
「
君
が
代
少
年
」
は
登
場
し
て
き

て
い
る（

（（
（

。
ど
こ
ま
で
も
教
科
書
と
縁
の
深
い
話
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
現
在
学
と
し
て
の
美
談

―

　
『
震
災
美
談
／
君
が
代
少
年
』
に
は
「
銅
像
に
な
っ
た
詹
徳
坤
」
と
い
う

後
日
譚
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
民
間
か
ら
集
ま
っ
た
義
援
金
に
よ
り
、
銅

像
が
建
て
ら
れ
る
に
い
た
る
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
。
美
談
に
共
鳴
し
た

の
は
（
あ
る
い
は
、共
鳴
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
）、台
湾
島
内
の
み
な
ら
ず
、

当
時
の
帝
国
日
本
の
版
図
に
住
み
、
同
じ
国
語
で
意
思
を
疎
通
し
合
え
る

「
日
本
人
」
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
「
君
が
代
少
年
」
に
限
ら
ず
、「
美
談
」
は
あ
る
と
き
は
自
然
発
生
的
に

生
じ
、
あ
る
と
き
は
為
政
者
の
意
図
を
受
け
て
提
供
さ
れ
る
。
そ
し
て
い

ず
れ
の
場
合
で
も
、
話
し
手
（
書
き
手
）
は
、
聞
き
手
（
読
み
手
）
に
対

し
て
、話
の
内
容
へ
の
共
感
を
求
め
る
。
こ
の
力
関
係
を
こ
こ
で
は
「
権
力
」

と
い
う
言
葉
で
呼
ん
で
み
た
い
。
こ
の
権
力
は
双
方
向
性
の
も
の
で
、
聞

き
手
（
読
み
手
）
が
、
話
し
手
（
書
き
手
）
に
対
し
て
、
権
力
の
行
使
を

要
請
す
る
─
─
「
美
談
」
を
欲
す
る
─
─
場
合
も
あ
る
。

享
受
者
の
側
に
立
っ
た
場
合
、
震
災
美
談
を
必
要
と
し
て
い
る
は
誰
だ

ろ
う
か
。
被
災
者
当
人
で
な
い
の
は
確
か
だ
が
、
被
災
者
と
無
縁
の
人
々

で
も
な
い
。
被
災
者
と
同
じ
当
事
者
意
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、
直
接
に
は

被
災
し
て
い
な
い
人
々
が
、
心
の
平
安
を
得
る
た
め
に
美
談
を
欲
し
た
。

戦
争
美
談
に
お
い
て
、
戦
地
に
身
を
置
か
な
い
人
々
が
美
談
を
享
受
し
て

い
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
構
図
は
、
為
政
者
が
国
民
に
心
の
平
安
を

与
え
る
た
め
に
美
談
を
提
供
す
る
の
と
、
対
を
な
し
て
い
た
。

そ
し
て
災
害
美
談
に
お
い
て
、話
し
手
（
書
き
手
）
／
聞
き
手
（
読
み
手
）

と
い
う
関
係
か
ら
零
れ
落
ち
る
の
は
、話
さ
れ
（
書
か
れ
）、聞
か
れ
る
（
読

ま
れ
る
）立
場
に
あ
る
被
災
者
た
ち
の
姿
で
あ
る
。
先
に
話
し
手（
書
き
手
）

／
聞
き
手
（
読
み
手
）
の
間
で
結
ば
れ
る
関
係
を
「
権
力
」
と
い
う
語
で

理
解
し
た
が
、
そ
の
権
力
関
係
の
外
に
置
か
れ
る
被
災
者
は
、
災
害
美
談

の
構
図
に
お
け
る
絶
対
的
な
弱
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
話
を
東
日
本
大
震
災
後
の
状
況
に
ト
レ
ー
ス
し
て
み
よ
う
。
あ

の
震
災
で
も
、
被
災
者
た
ち
が
暴
動
略
奪
を
起
こ
さ
ず
、
秩
序
を
守
っ
て

行
動
し
た
こ
と
が
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。「
君
が

代
少
年
」
の
話
を
生
ん
だ
昭
和
十
年
の
台
湾
大
地
震
の
際
に
、
被
災
者
た

ち
の
秩
序
立
っ
た
行
動
が
美
談
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
る
「
理
想
的
な
被
災
者
た
ち
の
行
動
」
が
、

被
災
者
の
自
由
な
感
情
の
発
露
を
阻
害
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

昭
和
十
年
の
台
湾
大
地
震
の
美
談
の
折
、
為
政
者
（
台
湾
総
督
府
）
が
行
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な
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
を
、
民
間
の
メ
デ
ィ
ア
が
、
善
意
に
も
と
づ
い
て

行
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、未
曾
有
の
国
難
に
見
舞
わ
れ
た
直
後
に
あ
っ

て
、
心
の
平
安
を
求
め
る
聞
き
手
（
読
み
手
）
の
要
求
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る（

（（
（

。

　
「
美
談
」
が
抱
え
る
問
題
系
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
の
は
、
人
と
説
話
と

の
関
わ
り
方
の
問
題
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
、
有
事
下
に
あ
っ
た
こ

の
国
で
流
布
さ
れ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
の
群
れ
を
、
過
去
の
知
見
の

蓄
積
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
程
度
、
解
析
し
発
言
し
て
い
け
る
か
は
、
口
承

文
芸
研
究
が
現
在
学
で
あ
る
た
め
の
試
金
石
に
な
る
だ
ろ
う
。

注（
１
）
口
承
文
芸
研
究
史
に
お
け
る
「
怪
談
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

は
、
高
木
史
人
「
怪
談
の
階
段
」（『「
学
校
の
怪
談
」
は
さ
さ
や
く
』

二
〇
〇
五　

青
弓
社
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
２
）
関
連
論
考
と
し
て
、
拙
稿
「
台
湾
の
美
談
の
行
方
─
あ
る
日
本

人
教
師
の
碑
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
口
承
文
芸
研
究
』
三
四　

二
〇
一
〇
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
３
）「
君
が
代
少
年
」
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、村
上
政
彦
『「
君
が
代
少
年
」

を
探
し
て
』（
二
〇
〇
二
、
平
凡
社
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
引
用
は
、
二
〇
〇
三
年
、
南
天
書
局
（
台
湾
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た

復
刻
本
に
拠
っ
た
。

（
５
）「
国
語
」
の
成
り
立
ち
が
孕
む
政
治
性
に
つ
い
て
は
、
イ
・
ソ
ン

ヨ
ク
『「
国
語
」
と
い
う
思
想
─
近
代
日
本
の
言
語
認
識
─
』

（
一
九
九
六　

岩
波
書
店
）
参
照
。

（
６
）
日
本
に
お
け
る
国
民
国
家
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ェ

イ
フ
ァ
ー
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
っ
て
、
国
民
国
家
と
し
て
の
意
識

は
、
市
民
運
動
の
自
由
主
義
的
努
力
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
日

本
で
明
治
時
代
以
来
か
ら
の
国
民
国
家
は
、最
初
か
ら
、国
家
を
主
導・

形
成
し
た
寡
頭
制
の
支
配
下
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
マ
テ
ィ

ア
ス
・
フ
ェ
イ
フ
ァ
ー
「
犠
牲
の
美
学
─
美
的
価
値
観
念
で
論
じ
ら

れ
た
愛
国
心
─
」（『
国
際
関
係・比
較
文
化
研
究
』
一
〇
─
一
）
参
照
。

（
７
）『
社
會
事
業
の
友
』
に
は
、
詹
徳
坤
の
担
任
だ
っ
た
大
岩
根
直
幸
の

文
章
も
あ
り
、
そ
こ
で
も
「
君
が
代
少
年
」
の
話
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
教
え
子
た
ち
の
語
る
大
岩
根
の
評
判
は
総
じ
て
良
い
が
、

担
任
に
な
っ
た
直
後
の
四
月
に
地
震
に
あ
っ
た
た
め
、
詹
徳
坤
と

の
関
係
は
希
薄
だ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
。

（
８
）『
社
會
事
業
の
友
』
に
も
「
ぢ
し
ん
」
と
題
す
る
生
徒
の
作
文
集
が

載
せ
ら
れ
て
お
り
、「
君
が
代
少
年
」
に
触
れ
た
生
徒
も
二
人
い
る
。

と
も
に
公
館
公
学
校
三
年
生
で
、
詹
徳
坤
の
同
級
生
だ
っ
た
。

（
９
）
公
共
心
を
説
く
の
は
、
日
本
統
治
下
台
湾
の
美
談
集
の
特
徴
で
も

あ
っ
た
。
徴
兵
義
務
を
負
わ
な
い
植
民
地
下
の
台
湾
人
に
と
っ
て
、

戦
場
は
直
接
赴
く
場
所
で
は
な
く
、「
銃
後
」
を
守
る
者
の
心
得
と

し
て
公
共
心
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

（
10
）
公
共
心
を
利
己
主
義
と
対
立
す
る
も
の
と
し
、
愛
国
心
を
利
己
主

義
と
対
立
し
な
い
も
の
と
す
る
中
村
清
は
「
戦
前
の
教
育
は
、
個

人
的
利
己
主
義
を
国
家
的
利
己
主
義
で
置
き
換
え
、
そ
れ
を
あ
た
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か
も
公
共
心
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

中
村
清
「
公
共
心
と
愛
国
心
」（『
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
教
育
実

践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
六　

二
〇
〇
三
）
参
照
。

（
11
）
美
談
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
葛
西
周
「
歌
わ
れ

た
「
美
談
」
─
音
楽
を
つ
う
じ
た
近
代
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
─
」

（『
演
劇
映
像
学
』
三　

二
〇
一
〇
）
に
考
察
が
あ
る
。
葛
西
論
文

で
は
「
六
氏
先
生
」「
呉
鳳
」「
サ
ヨ
ン
の
鐘
」
な
ど
、
台
湾
の
美

談
の
例
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
お
話
は
二
〇
一
二
年
五
月
五
日
、徐
慶
松
さ
ん
宅
で
日
本
語
で
伺
っ
た
。

（
13
）
同
時
代
の
世
間
話
を
美
談
化
す
る
と
き
に
生
ず
る
虚
像
と
実
像
の

落
差
に
つ
い
て
は
、石
井
雍
大
が「
一
太
郎
や
あ
い
」を
例
に
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
石
井
雍
大「
つ
く
ら
れ
た
愛
国
心「
一
太
郎
や
あ
い
」」

（『
季
論
』
二
一
─
八　

二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
14
）
お
話
は
二
〇
一
二
年
五
月
五
日
、謝
春
梅
さ
ん
宅
で
日
本
語
で
伺
っ
た
。

（
15
）
大
野
芳
は
、
戦
後
、
バ
ロ
ン
西
の
最
期
に
ま
つ
わ
る
美
談
が
生
成

し
て
い
く
過
程
を
追
っ
て
い
る
。
大
野
に
よ
れ
ば
、
西
の
直
属
の

部
下
だ
っ
た
人
物
が
、
遺
族
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
美
談
を
作
っ
た

旨
を
話
し
た
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
民
間
で
生
じ

た
戦
争
美
談
で
あ
る
。
大
野
芳「「
虚
報
」が
生
み
出
し
た
戦
争
美
談
」

（『
潮
』
五
七
〇　

二
〇
〇
六
）
参
照
。

（
16
）
重
信
幸
彦
は
、
増
田
神
社
と
久
松
五
勇
士
を
例
に
、
近
代
国
家
・

日
本
の
一
地
方
の
出
来
事
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
波
に
乗
っ
て
、
そ
の

記
憶
が
刻
ま
れ
た
場
所
を
離
れ
て
「
美
談
」
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て

い
く
さ
ま
を
論
じ
、
さ
ら
に
「
美
談
」
が
郷
土
と
不
可
分
に
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
伝
説
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
重
信

幸
彦
「
近
代
の
「
美
談
」
と
「
伝
説
」
と
い
う
問
い
」（『
國
文
學
・

解
釈
と
鑑
賞
』
七
〇
─
一
〇　

二
〇
〇
五
）

（
17
）
柴
山
武
矩
「
震
災
あ
と
が
き
」『
社
會
事
業
の
友
』
昭
和
一
〇
年

（
一
九
三
五
）
六
月
号
（
第
七
九
号
）
臺
灣
社
會
事
業
協
會

（
18
）
ネ
ッ
ト
動
画
に
、
高
雄
市
三
民
高
級
中
學
（
高
等
学
校
）
の
学
生

に
よ
る
自
主
製
作
ド
ラ
マ
「
歴
史
劇
―
國
歌
少
年
」（
二
〇
〇
八
）

が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は「
君
が
代
少
年
」そ
の
ま
ま
だ
が
、

主
人
公
が
歌
う
の
は
「
君
が
代
」
で
は
な
く
、
中
華
民
国
の
国
歌

と
な
っ
て
い
る
。

（
19
）『
普
通
高
級
中
学
・
歴
史
』
第
一
冊
（
二
〇
〇
六
、
翰
林
出
版
※
台

湾
）
に
、
植
民
地
下
の
皇
民
化
政
策
の
例
と
し
て
「
サ
ヨ
ン
の
鐘
」

と
と
も
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）
石
井
光
太
に
よ
る
と
、
関
東
大
震
災
の
折
に
も
海
外
の
メ
デ
ィ
ア

が
「
日
本
人
の
規
律
あ
る
避
難
行
動
」
を
賞
賛
し
た
と
い
う
。
吉

村
昭
『
関
東
大
震
災
』（
一
九
七
三
、
文
藝
春
秋
社
）
を
引
き
な
が

ら
、
こ
れ
が
事
実
と
異
な
る
の
を
指
摘
し
た
石
井
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
自
主
規
制
の
問
題
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
石
井
光
太
「
美
談

を
戒
め
る
─
『
関
東
大
震
災
』
の
凄
絶
な
る
光
景
─
」『
文
藝
春
秋
』

八
九
─
一
〇　

二
〇
一
一

（
い
と
う
・
り
ょ
う
へ
い
／
台
湾
・
南
台
科
技
大
学
）


